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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成26年７月11日に公表しました、平成27年５月期（平成26年６月１日～平成27年５月31日）の業

績予想を、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 
記 

 
 
１． 平成27年５月期連結業績予想の修正（平成26年６月１日～平成27年５月31日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当り 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 22,000 1,400 1,500 900 157.64 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 22,747 1,548 1,630 1,398 243.80 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 747 148 130 498  

増 減 率            （％） 3.4 10.6 8.7 55.4  

（ ご 参 考 ） 前  期  実  績 
 （ 平 成 2 6 年 ５ 月 期 ） 

22,147 1,943 1,986 1,703 300.33 

 

２．修正の理由 

 前期と比べ、公共事業予算が減少したことにより受注競争は厳しい状況で推移し、受注高は 221 億

63 百万円（前期比 91.1％）となりました。しかしながら、期首繰越受注残高が 111 億 34 百万円と、

前期より 21 億 68 百万円多い繰越受注が売上に繋がったこと並びに継続的な経費削減策等の実施によ

り、売上高は 227 億 47 百万円、営業利益 15 億 48 百万円、経常利益 16 億 30 百万円と、当初計画を上

回る見込みであります。また、当期純利益は、平成 27 年５月１日を効力発生日として、連結子会社の

株式会社エイト日本技術開発を存続会社とし連結子会社の株式会社ＥＪビジネス・パートナーズを消

滅会社とする吸収合併を行ったことに伴い、税務上の繰越欠損金を引継いだことから税金費用の負担

が減少し、13 億 98 百万円となる見込みであります。なお、期末の配当につきましては本日公表の「平

成 27 年５月期（第８期）配当予想の修正に関するお知らせ」のとおりであります。 

 

（注）上記予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 

以上 


